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救援物資供給と復興計画に期待するORの 役割

苦瀬 博仁

東日本大震災では,被 災時に救援物資の供給が一部で不足したことや,BCP(企 業継続計画)に おけるサプライチェ

ーンの断絶や復興計画の遅れが話題になった このうち救援物資輸送では,物 資のセット化やトリアージ (物資や車両

の選別)が 考えられるが, これらは最適組み合わせ問題や割当問題でもある また,サ プライチェーンの維持や復興計

画では,PERT/CPMや 在庫問題が適応可能である.こ こでは災害のロジステイクスにおける救援物資供給や復興計画

において,ORが 果たす役割について述べている

キーワー ド :東 日本大震災,救 援物資輸送,復 興計画,ロ ジスティクス

|||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

なうこと」が原則で

物資が届 くことにな

しかし東日本大震

家庭の冷蔵庫なども

の在庫がゼロになっ

在庫ゼロを,想 定し
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造機械や倉庫内自動榜
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性 となったのである。

5)燃 料 。車両 ・ト

この他に物資供給カ

起因する問題もあった

事業者の協同組合は,

ク)を 持っているのて

また政府からの優先

“しかし時間の経過と

たケースもあったので

システムを再構築する

1.は じめ に

平成 23年 3月 11日 に起きた東日本大震災では,多

くの人が被災 した.亡 くなられた方のご冥福をお祈 り

するとともに,被 災された地域の一日も早い復興を願

ってやまない.

さてこの未曾有の大震災では,救 援物資 (政府では

「緊急支援物資」 としている)の 供給の遅れが話題に

なった.餓 死者や凍死者が出るような最悪の事態を避

けられたのは,政 府や自治体の努力 とともに,メ ーカ

ーや卸小売業などの荷主 と,運 輸倉庫業など物流事業

者の活躍があつたからだ.

しかし災害時に避難できたとしても,救 援物資が届

かなければ生命の維持すら危 うくなるから,将 来の災

害に備えて救援物資のロジステイクスを考えてお く必

要がある.こ のとき食糧 ・衣類 。医薬品など最低限の

物資から,ガ ソリンや建設資材を含めて,「どのよう

な救援物資を,い つ どこで仕分け配分 して,い つまで

にどの くらいの量を,被 災地に届けるか」 というロジ

スティクスの計画に対 しては,ORが 貢献する部分 も

大きいはずである。また,復 興計画やサプライチェー

ンの維持において,ORの 技法を活用できる場面は多

いはずである.

そこで本稿では,東 日本大震災を例に,被 災時の救

援物資の供給計画 と,被 災地の復興計画に着 目して,

ORへ の期待を述べてみたい。

くせ ひろひと

東京海洋大学 海洋工学部

〒1358533江 東区越中島216
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2.東 日本 大震 災 にお ける救援物資輸送 と

課題

2.1 救援物資の輸送と仕分けの三段階

1)被 災地外から県の集積場所までの輸送

被災時の救援物資の輸送は,① 被災地外から各県の

集積場所まで,② 次に県から市町村の集積場所まで,

③そして市町村から避難場所までの,三 段階だつた。

政府の緊急災害対策本部あるいは都道府県が,直 接

もしくはトラック協会を通じて,物 流事業者に救援物

資の輸送を要請した。この結果,各 県の集積場所への

救援物資は,震 災発生翌日の未明から相当量の救援物

資が被災地に届けられた。

2)県 集積場所から市町村集積場所までの輸送

被災地の各県の集積場所では,届 けられた物資が滞

留する問題が発生した。この滞留の理由は,不 慣れな

人々による救援物資の仕分けや配分に手間取ったこと

や,被 災地で必要な物資と救援物資の間で,量 や品目

の点でミスマッチが原因であつた.

3)市 町村の集積場所から避難所までの配送

市町村の集積場所では,物 資の届け先を十分に把握

できないまま物資がたまつていつた。なぜなら被災地

域が広域だつたので,配 送先の数が多く,避 難場所は

指定されたもの以外も含め約 2,000カ所であったため,

避難場所が必要とする物資の把握に手間取ったからで

ある。しかも物資が滞留するほど,仕 分け配分や保管

方法は難しくなり混乱を招いた。

2.2 救援物資供給の過不足の原因

1)備 蓄 。在庫ゼロのスタート

災害時の物資供給計画では,「72時間内は可能な限

り被災地内での備蓄物資や店舗などの在庫物資でまか

lЭ
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性から選別 して,最 も多 くの人を救 うように治療の順

序を設けるものである.一 般には,黒 (回復の見込み

のない者,も しくは治療できない者),赤 (生命にか

かわる重傷者でいち早 く治療すべき者),黄 (赤ほど

ではないが治療が必要で,赤 になる可能性のある者),

緑 (直ちに治療する必要のない者)に 分けられる.

医療の世界では, トリアージに対 して倫理的な課題

を指摘する向きもあるが,大 規模災害のように限られ

た数の医師 と医薬品で,限 られた環境のもとでは,収

り入れなければならない方法である

2)「 トリアージ」と 「割当問題」

もしも被災時に,す べての被災者に同時に同じ物資

を配給できないならば,高 齢者や遠隔地の避難所を優

先すべきだろう.ま た道路の通行では,一 般乗用車を

通行禁|卜にして緊急物資輸送の トラックや給水車や建

設機械の輸送車などを優先する方法が考えられる.

この ような 「優先順位 に もとづ く割 当問題」や,

「車種別ルー ト配分」,「緊急車両の設定にもとづ く経

路探索問題」などは,ORの 得意な分野でもある.

4.東 日本 大震 災 にお け る復 興 計 画 の課題

41 被災地の復興計画の課題

被災地の復興計画が,行 政機関や学会等で検討され

ているが,過 去の復興計画 と違って,東 日本大震災の

復興青|・画にはい くつかの難 しさがある 第 1は , あま

りにも広域で壊滅的な被害であつたために,現 地での

復|卜|や復興において大幅な土地利用の改編をfrうため

に,個 々の市町村だけでは容易に意思決定できないこ

と。第 2は ,被 災 した地域が少子高齢化を迎えた過疎

地域でもあるため,原 状回復さえ難 しい地域であるこ

と.第 3は ,大 都市 とちがつて業務施設や居住施設を

個別に議論できずに,両 者が一体 となった地域産業の

復興計画が本質になっていること,で ある。

なかでも三陸沿岸の被災地では,水 産業の復興無 く

して被災地の復興はあり得ない.こ のため産業復興計

画が都市の復興計画の要であり,都 市計画や道路計画

は,産 業の復興計画に沿つて立てられてい くべきであ

る.し か しながら,そ れぞれの復興計画が個別に進め

られている嫌いがある.

42 インフラやライフラインの復興計画の課題

復興計画のなかでも,交 通インフラ (鉄道,港 湾,

道路など)や ライフライン (電気,水 道,ガ ス,上 下

水など)の 計画は,被 災地の産業復興にあわせて検討

する必要がある。なぜならば,産 業の復興を促進させ

700(16)

るためには,道 路などの交通インフラの整備 と充実が

不可欠であり,高 速道路の整備が進めば,産 業復興 も

促進できるからである.

このように,被 災地の産業復興を支える都市の復興

計画や交通インフラの整備計画が必要なのである.

5.産 業復 興 計画 と OR

5.1 地元水産業の復興計画

1)水 産業の特徴 と復興計画

東日本大震災で大きな被害を受けた三陸沿岸の水産

業を復興させるには,水 産業 と地域特性にあわせた復

興計画が不可欠である。特に水産業は,漁 業形態 (速

洋 。沖合 ・沿岸 ・養殖),魚 種 (鰹,イ カ,サ ンマな

ど),加 工度 (一次,二 次,二 次加工)に よつて異

なる.

このように地域の特性にあわせて水産業を復興させ

るためには,漁 港や漁場の復興に始まり,製 氷設備や

加工場などの設備や施設を充実させながら,次 第に加

工度を高めて高付加価値化を目指すべきである.

2)「 復興計画」と 「PERT/CPM」

水産業の段階別の復興計画では,製 氷設備から始ま

り冷蔵庫や工場を設けてい くスケジューリングが,極

めて重要である.こ の水産業復興のプロセスと,復 興

計画を構成する個々の計画の相互依存関係をネットワ

ークで示 して,計 画の進捗を管理 していきたい。

この計画の進捗管理 とは,ま さに PERT/CPMで

あるか ら,ORが 復興計画に貢献できる可能性は大き

い .

5.2 サプライチェーンにおけるリスク分散と備蓄

1)サ プライチェーンと 「リスク分散」

東日本大震災の被災地は,水 産業の都市だけでな く,

電子部品工場など高度な製品の部占ll供給地域でもあつ

た。そのため地震や津波に襲われたとき,企 業のサプ

ライチエーン (供給網)の 寸断が問題 となった.

なぜなら自らの工場が被災 していないのにもかかわ

らず,生 産時に必要な部品 。原材料 ・包材 (包装羽)

を生産 している東北地方の工場や企業が被災し,部 品

を調達できないために生産の体止 ・生産量の削減に至

る事態が発生 したからである。

例えば自動車部品の不足による生産回復の遅れ,キ

ャップ不足によるペットボ トルの増産困難,電 子部品

の生産の遅れによる海外での電子製品の生産の遅れな

どがあった.

|ヘ

|⌒

2)「 リスク分散」

調達先の選定は,`

達先を少なくするこ

'で,調 達先の限定がネ

もあった。となれば,

らサプライチェーン
`

例えば,適 正在庫〈

調達先の分散などがラ

互いに部品や原材料´

を構築すべきだろう.

問題」など,ORの 従

6.有 事のため(

6.1 平時と有事の1

通常は トラックの石

の,被 災時に避難す′

るべきだろう.こ の:

られていては,有 事σ

できない。平時と違
`

行動が必要である.月

ることは多いのであだ

ORに 限らず,わ ね

は, ともすれば平時θ

しか し有]1に備えたう

には,平 時の医|われカ

を設けるべきだろう。

その一つが,次 にカ

がさらに進んだ 「想気

62 仮定内での最i

一般的な解析的なあ

範囲内での最適解を1

それなりに有効であZ

例えば,水 産業復駆

配置問題を考えてみよ

道路は渋滞がない,酉

す,働 く人はすべて「

どだろう。このようち

る冷蔵冷凍施設の最運

しかし実1祭には,瀬

必要 となる施設は異な

あれば,カ ッオの加工

オペレーションズ 。リサーチ 2011年12月号
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